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Practice report : “Representation in Japanese”course  
in universities and a technical college 








 １ 講義の目的と概要  ２ 講義の内容と成績評価の方法 




































































































































































































Ⅰ ①～⑤ 文章添削練習 
 Ⅱ ⑥～⑨ 「分析／説明・考察」練習 
 Ⅲ ⑩～⑫ 自己 PR セミナー＋自己 PR 文作成 























































































































BOOK 改訂 2 版 2 級』（朝日新聞社・ベネッセ
コーポレーション、以下『公式テキスト』と略記）
と、『新聞で力をつける「コラムと論説」演習ノ































































































 評価の内訳は、毎回提出のレポート合計 9 枚と
自宅課題 9 枚を合計して 25 点、11 回目に行うま
とめ試験で 50 点となる。提出レポートは毎回 3
点満点で評価する。要求された手順に従ってレポ
ートを完成させていれば 2 点、要旨の出来が良け









した。最終的な評価の平均点は 20 点（8 割）ほど
となった。まとめの試験については、授業中に扱
った知識問題と要旨作成問題に未見の新聞記事
の要旨作成 1 題を加えて、85 分間で解答してもら



























 評価は全体で 25 点分、各項目 4 点満点でそれ





箇所につき 1 点減点した（25 箇所ミスがあれば 0

































































































































































































では池内紀ほか編『日本文学 100 年の名作 第 1 
巻 夢見る部屋』および『日本文学 100 年の名作 


















































































 なお、当該授業は 4 年生の機械系 1 学科と情報
系 2 学科の計 3 学科を対象に行っており、それぞ
れの受講者数は 40 名（うち留学生 1 名）、40 名、
36 名（うち留学生 1 名）となっている。 
 各回の授業内容としては、基本的に受講者 2 名






























































































































 東北工業大学に話を限定すると、半期 15 回の
講義が通年 30 回に拡大されたときに、このイン
プットとアウトプットのバランスをどうするか、
あるいはアカデミックな日本語（読解・表現）力
と実用的な表現力（2 章）どちらに重点を置くかに
ついての検討が必要になるはずである。2 章で紹
介された読解力＋表現力の指導、3 章で紹介され
た「図書館ウォークラリー」、4 章で報告されたプ
レゼン指導などの実践内容とともに、工大での今
後の日本語表現講義の中身を検討する際に参考
となる貴重な報告であった。 
さて、いずれの報告者も、学生の声や授業内外
の手応え、個々人の考えをもとに、講義をつくっ
ている。大きな講義目的をふまえながら、より細
かい目的も設定し、目的にかなう力を付けさせる
ために、授業内容や課題をかなり綿密に設定して
いる。日本語表現、具体的には文章を書くことや
発表が苦手と言った学生でも、教員がはっきりと
目的を提示すること、そしてその目的を果たすた
めの課題を設定することで、講義には積極的に参
加できている。 
こうした、学生を目の前にしての実践に於ける
具体的な工夫のなかにこそ、日本語表現系講義を
充実させる道が確かに存在し、あるいはその可能
性も生まれてくるはずである。 
 
